
四

班

長
は
、
班

の
事
務

を
掌

理
す

る
。

(
雑
則
)

第

四

条

前
各
条

に
定

め
る
も

の
の
ほ
か
、
災
害
対
策
本
部

に
関

し
必

要

な
事
項

は
、
対
策
本
部
長
が
定

め
る
。

附
則

こ
の
条
例

は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す

る
。

〔町
有

昭
37

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

5

社

会

福

祉

五

一
七

〔昭
和
二
七
年
度
三
神
村
社
会
福
祉
関
係
報
告
〕

社

会

戦
後
わ
が
国
社
会
福
祉
事
業
は
全
く
面
目
を
一
新
し
法
制
も
遂
次
整
備
せ

ら
れ
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
昨
年
十
月
に
は
社
会
福
祉
事
業
の
共
通
的
基
本
事
項
を
規
定
し
た
社

会
福
祉
事
業
法
が
制
定
さ
れ
こ
れ
に
伴
い
福
祉
三
法
と
称
せ
ら
れ
る
生
活
保

護
法

・
児
童
福
祉
法

・
身
体
障
害
者
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
そ
の
適
正
な
運
営

を
図
り
つ
つ
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
地
域
社
会
の
組
織
化
運

動
が
展
開
さ
れ
本
村
に
お
い
て
は
民
生
委
員
を
中
心
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

結
成
を
致
し
そ
れ
に
続
い
て
未
亡
人
会
、
日
赤
奉
仕
団
、
身
体
障
害
者
福
祉

会
、
遺
族
会
、
児
童
福
祉
審
議
会
等
社
会
福
祉
団
体
の
結
成
を
致
し
、
こ
れ

等
福
祉
団
体
は
三
神
村
の
福
祉
の
た
め
日
夜
努
力
精
進
を
続
け
て
い
る
。

生
活
保
護
事
務

62

社
会
福
祉

の
三
大
法
律

で
あ

る
生
活
保
護
法
関
係

に
つ
い
て

は
前
年

に
比

8

し

こ
の
法

の
適
用
請
求
者
が
増
加

の
傾
向
を
辿

っ
て

い
る
。

昭
和

二
十
七
年
度

の
保
護
状

況
は
左

の
通
り

で
あ
る
。

計
　 へ 　

且 ニ ー ニ ー 〇 九 八 七 六 五 四

,円

≦ ⊇_ム 八 九 七 豊 七 七 七 仁 二一四一四

円

三七
、
一八
四

四
〇
、三
三
〇

四
二
、
吾
δ

四
ヨ
、
五2

四
五
、
五9

四
二
、究

七

四
二
、六
九
七

四
三
、八
δ

四
九
、九
七
四

五
四
、言

九

五
四
、
九
〇
〇

五
四
、
九
〇
〇

翌

四
、三
〇
三

円

二
六
、
〇
四
三

四
、き

〇

六
、三
茜

六
、
六
一
四

六
、
六
一
四

　

六
、三
昊

六
、
六
一
六

六
、四
茜

六
、四
声

六
、
九
九
七

六
、
八
八
一

一
九
、
〇
四
三
.

一
〇
八
、
九
八
さ

八
〇

八
〇

八
〇

八
〇

八
〇

四
〇
〇

円

穴
三
、一三
七

四
四
、八
五
〇

四
八
、九
〇
四

垂

、
=
五

垂

、
=
五

四
九
、
O
E
三

究

、三
】三

五
〇
、
三
六
四

昊

、
垂

八

杢

、
三
三
六

杢

、
八
六
一

七
四
、
〇
二
三

六
六
三
、
六
八九

身
体
障
害
者
福
祉
事
務

身
体
障
害
者
福
祉
制
度
に
つ
い
て
は
従
来
と
も
す
れ
ば
不
具
を
き
に
し
社

会
の
片
隅
で
淋
し
く
生
活
を
し
て
居
る
人
々
の
た
め
に
政
府
は
身
体
障
害
者

福
祉
法
を
施
行
身
体
障
害
者
の
更
生
を
援
助
し
そ
の
更
生
の
た
め
に
必
要
な

保
護
を
行
い
進
展
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
本
村
の
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
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て
は
充
分
と
は
言
い
な
い
実
情
に
あ

っ
た
が
昭
和
二
十
七
年
に
は
身
体
障
害

者
福
祉
会
の
結
成
を
致
し
趣
旨
の
徹
底
を
は
か
り
障
害
者
の
援
護
の
第

一
歩

で
あ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
申
請
を
一
斉
に
実
施
致
し
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
申
請
状
況
左
の
通
り

手 障
帳 宝
交 口

付 の

中
請

種

者 類

視
覚

七 障
名 害

聴
覚

二 障
名 虫

呈
員

o

語
障

名 害

不肢
二 自

茗 由体

三 計
七
名

〔町
有

昭
28

「
三
神
村
会
議
録
」
抜
粋
〕

五

一
八

〔
昭
和

二
四
年
矢
吹

町
児
童
福
祉
審
議
会

設
置
〕

六

旧ル
立里
福
祉
{番
議
会
設
置

児
童
福
祉
法

に
依

り
昭
和

二
十

四
年
十

二
月

二
十
七

日
児
童
福
祉
審
議
会

を
設
置
す

〔町
有

昭
25

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五

一
九

〔昭
和
二
八
年
矢
吹
町
社
会
福
祉
協
議
会
助
成
〕

議
案
四
十
七
号

社
会
福
祉
法
人
矢
吹
町
社
会
福
祉
協
議
会
助
成
ノ
件

右
福
祉
協
議
会
が
昭
和
二
十
九
年
度
に
於
て
矢
吹
町
養
老
園
創
設
経
営
す
る

の
で
設
備
費
中
同
年
度
に
限
り
金
四
十
八
万
五
千
円
町
費
か
ら
支
出
助
成
す

る
も
の
と
す
る
。

理

由

生
活
保

護
法

に
よ
る
施

設
で
老
衰

の
た
め
生
活
力

を
失

っ
た
身
寄

な
く

又

あ

っ
て
も
扶
養
す

る
力
が

な
い

の
で
困
窮

し
て
い
る
老
人

を
希
望

に
よ

っ
て

収
容

し
生
活
扶
助

を
行

う
目
的
と
使
命

に
賛

同
助
成
す

る
も

の
と
す

る
。

昭
和

二
十
八
年

八
月
四
日
提
出

矢

吹
町
長

大

木

代

吉

〔町
有

昭
28

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五
二
〇

〔
昭
和
一一=

年

身
体
障

害
者
自

転
車
税

免
除
請

願
〕

請

願

書
身
体
障
害
者

に
対
す

る
地
方
税

(
自
転
車
)

の
免
除
措

置

に
つ
い
て

私
共
身
体
障
害
者

の
更
生
援
護

に
つ
き

ま
し
て
は
絶
え
ず
特
別

の
関
心
を

寄

せ
ら
れ
種

々
御
援
助
御
指
導
を
頂
き
、
共

の
御
厚
情

に
対

し
ま
し
て
は
、

常

々
深
く
感
謝
致

し
て
お
る
所

で
あ
り
ま
す
。
今
更
申
上

る
ま
で
も

な
く
、

私

共
は
身
体
障
害
者
福
祉
法

に
基
く
援
護
措
置

に
甘

ん
ず

る
こ
と
な
く
、
自

ら
も
社
会
的
資
源

や
残
存
能
力

を
充
分

に
活
用

し
、
障
害

の
克
服

に
適
進

し

通
常

人
と
変
ら
ざ

る
社
会

人
と
な
る
べ
く

、
最
善

の
努

力
を
続

け

て
居
る
次

第

で
あ
り
ま
す
が
、
私
共

に
と

っ
て
機

能
喪
失
を
補
う
最
も
身
近

か
に
し

て

生
活
力

の
増
進
を
図

る
手
段
と

し
て
は
、
自
転
車

の
利
用

で
あ

り
ま
す
が
、

昭
和

三
十
年
度
ま

で
は
、

地
方
税
法

に
よ
る
自
転
車
税

は
普
通
人
同
様

に
賦

863



課
さ
れ

て
居
り
ま
す

た
め
に
、
私
共
身
体
障
害
者

に
と

り
ま

し
て
は
、

こ
の

僅
か
な
税
金

の
納
入

で
さ

へ
も
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
身
体
障

害
者
自
身

の
乗
用
す

る
自
転
車

に
限
り
税
免
除

の
特
別
措

置
を
講
じ
て
頂
け

れ
ば
、

私
共
障
害
者

の
活
動
力

は

一
層
活
澄
化

す
べ
く
、

し
か
も

こ
の
恩
典

は
我
等

に
最
大

の
福
利
を
も
た
ら
し
大

い
に
発
奮

せ
し
め
る
力

と
な
る
も

の

と
確
信

す
る
所

で
あ
り
ま
す
。

既

に
福
島
市

、
若
松
市

、
平
市

、
郡
山
市

、
白
河
市
、
相
馬
市
、
原
町
市

鹿
島
市
、
外

七
ケ
村
、

二
本
松
等
、
各
市

町
村

に
於

て
は
、
早
く

は
昭
和

二

十

九
年
度

よ
り
自
転
車
税

の
免
除
を
実
施

せ
ら
れ
、
障
害
者

に
多
大

の
福
音

を
与

へ
て
居
り
ま
す
。
本
町
も
財
政
難

の
折
柄
洵

に
恐
縮

で
は

あ

り

ま

す

が
、
礼
会
福
祉

の
町
と
し

て
全
国
的

に
著
名
な
町
と
し
て
、
右

の
事
情
御
賢

察

の
上
、

是
非
昭
和

三
十

一
年
度
よ
り
自
転
車
税

免
除
措

置
を
講
ぜ
ら
れ
ま

す
様
、

町
議
会

に
於
て
特

段

の
御
審
議

下
さ
る
様
懇

願

い
た
し
た
く
蚊

に
矢

吹

町
地
区
身
体

障
害

者
福
祉
会

長
等
連
署

を
以

て
、
請
願
申
上
げ

る
次
第

で

あ
り
ま
す
。

昭
和

三
十

一
年

二
月

二
十

四
日

矢
吹
町
身
体
障
害
者
友
愛
十
文
会
長

渡

辺

綱

重

三
神
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
会
長

堀

井

要

一

中
畑
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
会
長

水

戸

政

一

矢
吹
町
議
会
議
長

石

井

兵

庫

殿

地

名

矢
吹
地
区

三
神

〃

中
畑

〃

計

右
紹
介
議
員

矢
吹
町
議
会
議
員

同

矢
吹
町
身
体
障
害
者
概
況

会
員
数

=
西

六
一二

六
ヒ

ニ
五
四

自
転
車
乗
用
者
数

五
〇

二

一

二
四

九
五

〔町
有

昭
31

藤

田

政

雄

小

川

吉

重

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五
一=

〔昭
和
二
四
年
町
立
矢
吹
保
育
所
設
置
〕

議
案
三
十
二
号

矢
吹
町
立
矢
吹
保
育
所
設
置
の
件

矢
吹
町
立
矢
吹
保
育
所
を
左
記
に
よ
り
設
置
す
る
も
の
と
す
る

記

一
、
設
置
の
場
所

矢
吹
町
大
字
矢
吹
字
西
側
一
番
地

敷
地

約
二
百
五
十
坪

矢
吹
町
立
小
学
校
運
動
場
に
隣
接
す
る

二
、
建

物

矢
吹
町
有
旧
授
産
所
を
移
転
改
造
増
築
す
る

8
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三
、

経

費

建
坪
約

一
〇
〇
坪

総
額
金

一
百
六
十
万
六
千
円
也

但
し
建
築
並
に
設
備
費

一
切

内

訳

国
庫
補

助

八
〇
三
、

○
○
○
円

県
費
補

助

四
〇

一
、

五
〇
〇
円

町
負
担
金

四
〇

一
、

五
〇
〇
円

昭
和

二
十
四
年

四
月

二
十
入
日
提
出

〔
町
有

昭
24

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五

一一
二

〔昭

和
三

一
年
矢
吹

町
保
育

所
設
置
条
例
〕

矢
吹

町
保
育
所
設
置

条
例

第

一

条

本

町

に
町
立
保

育
所

を
設
置

し
児
童
福
祉
法

に
依

る
事
業

を

行

う

第

二

条

保
育
所

は
矢
吹

町
大
字
矢

吹
字

西
側
七
十
七
番

地
に
置
く

第

三

条

保
育
所

に
入
所
す

る
児

童
は
児
童
福
祉
法

二
十

四
条
に
規
定

す
る
法
該
当
児
童

を
以

っ
て
之

に
充

て
る

但
し
収
容
人
員

に

余
裕

あ
る
場
合
は

一
般
児
童

の
入
所

を
許
す

年
令

は
満

二
歳
よ

り
就
学
前
迄
と
す

る

第

四

条

保
育
所

の
収
容

定
員
は
児
童
福
祉

基
準

に
依
り
百
三
名

と
す

る

第

五

条

保
育
所

の
保
育
時
間

は
八
時
間
と
す

る

但

し
保
護
者

の
事

情

に
よ
り
之
を
超
え

る
事
が
出
来

る

第

六

条

保
育
所

に
左

の
職
員
を
置
き
福
祉
事
業
を
担
当

せ
し
め
る

所
長

一
名

主
事

一
名

保
母

四
名

嘱
託
医

一
名

調
理

士

一
名

第

七

条

保
育
所

の
休

日
は
毎

週
日
曜

の
外
祝
日
正
月
お
盆
そ

の
他
必

.要
と
認
め
ら
れ
た
日

第

八

条

第

三
条
に
依
り
入
所

し
た
る
者
は
児
童
福
祉
施

設
最

低
基
準

令
に
依

り
費

用

の

一
部
若

く
は
全
部
を
負

担
す

る
も

の
と
す
る

第

九

条

こ

の
条
例

に
関
す
る
必
要
な

る
規
程

は
別

に
之
を
定

め
る

附
則

一
、

こ
の
条
例
は
公
布

の
日
か
ら
施

行
す
る

二
、
矢

吹
町
保

育
所

設
置
条

例

(
昭
和

二
十
六
年
矢
吹

町
条

例

　
八

号
)
は
廃

止
す
る

第

一

第

一

矢

吹
町
保

育
所
規

程

条

本
園

は
児
童
福
祉
法
第

二
十

四
条
に
よ
り
保
護

者
の
労
働
疾

病

其

の
他

の
理
由

に
よ

っ
て
保
育

に
欠
け

る
児
童

を
保
育

し
児

童

の
心
身

の
健

や
か
な
発
達

を
図

る
と
共

に
祉
会

に
適
応
す

る

よ
う
育
成

す
る
を
以

っ
て
目
的

と
す
る

条

本
園

は
満

二
歳
以
上
就

学
前

の
幼
児

を
収
容

し
そ
の
収
容
順

65

位
は
次

に
よ
る
も

の
と
す

る

8



第 第

四 三

 

第

五

第

六

第

七

第

八

第

九

一
、
児
童
福
祉
法
第

二
十
四
条

に
よ
り
町
長
が
入
所

の
措
置

を

と
り

た
る
も

の

二
、
そ

の
他
保
育

に
欠
け

る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の

条

本
園

は
矢
吹
町

々
営
と
し
矢
吹
町
保
育
所

と
称
す
る

条

本
園
を
西
白
河
郡
矢
吹
町
大
字
矢
吹

字
西
側
七
十
七
番
地

に

置
く

条

本
園

の
定
員

は
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準

に
よ
り
定

め
ら
れ

た
数
と
す

る

条

第

二
条
第

一
項
第

一
号

の
児
童

の
外
本
園

に
入
園
せ
ん
と
す

る
も

の
は
保
護
者
よ
り
入
園
願
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

条

町
長
が
児
童
福
祉
法
第

二
十

四
条

の
措
置
を
要
し
な

い
と
認

め
る
に
至

っ
た
と
き

は
保
護
者

は
児
童
を
退
園
さ
せ
な
け
れ
ぽ

な
ら
な

い

但

し
保
護
者

に
於

い
て
尚
入
園
を
希
望
す

る
場
合

に
は

一
般
児
と

し
て
取
扱
う
事
が
出
来

る
が

こ
の
場
合

は
収
容

定
員

に
余
裕
あ

る
と
き

に
限

る
そ

の
他
児
童
を
退
園

せ
し
め
ん

と
す

る
と
き

は
そ

の
旨
保
護
者

よ
り
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

条

本
園

の
保
育
課
程

は
左

に
よ
る
も

の
と
す

る

一
、
遊
戯

二
、
手
技

三
、
談
話

四
、
唱
歌

五
、
観

察

六
、

そ
の
他
健

全
な
る
育
成

に
必
要

な
る
事
項

条

本
園

の
保
育
時
間

は
八
時
間
と
す

る

但

し
保
護
者

の
家
庭

第

十

第

十

一

第

十
二

第

十
三

事
情

に
よ
り
八
時

間
を
超

え
る

こ
と

か
出
来
る

条

本

園

に
於

い
て
毎
年

二
回
以
上
児
童
の
健
康
診
断

を
行

う
外

児
童

の
健
康

並

に
衛
生
の
向

上
を
は
か
る
た
め
各
種

の
施
策

及

び
事

業
を
行

う
も

の
と
す

る

条

本

園

の
休

日
を
左

の
通
り
定

め
る

日
曜

日

国
民

の
祝

日

正
月

(
三
日
間
)

お
盆

(
三
日

間
)
そ

の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
た
日

条

本
園

の
保
育
料

は
児
童
福

祉
施

設
最
低
基
準

に
よ
り
定

め
ら

れ
た
児
童
福
祉
法
第

二
十
四
条

の
規
定

に
よ
る
措
置

の
た
め
要

す

る
費

用

の
限
度

と
す
る

但
し
特
別

の
事
情
あ
る
も

の
に
つ

い
て

は
こ
の
限
り

で
は
な

い

条

本

園

の
保
育
料

は
毎
月
十
五
日
ま

で
に
そ

の
前

月
分
納
入
す

る
も

の
と
す

る

但
し
町
長

の
措

置

に
よ
る
も

の
に
し
て
費

用

を
負
担
す

る
も

の
に
っ
い
て
は
町
長

の
納
入
告

知
書

に
よ
り
定

め
ら
れ

た
日
ま
で
に
町
金
庫

に
納

め
る
も

の
と
す

る

〔町
有

昭
31

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五

二
三

〔昭
和

三

一
年
季
節
保
育
所
開
設
〕

季
節
保
育
所
開
設

に

つ
い
て

農
繁
期

に
於
け

る
児
童

の
保
護

に

つ
い
て
は
か
ね
て
か
ら
要
望
が
あ

り
ま

し
た
の
で
本
年

は
左
記

の
通
り
臨
時
保
育
所
を
開

設
し
て
、
お
子

さ
ん
方

の

866
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お
世
話

を
す

る
事

に
な
り
ま
し
た
。

矢
吹
地
区

〃〃中
畑
地
区

〃三
神
地
区

〃〃

第
三
区

柿
ノ
内

田

内

大

畑

松

倉

三
城
目

神

田

明

神

公
会
堂

共
同
作
業
所

社
務
所

公
民
館

〃学
校
山

慈
眼
寺

分
教
場

計

八
ケ
所

で
開
設

に
当

り
ま
し
て
は
地
元
区
長

、
民
生
委
員

、
婦
人
会
等

の

方

々
に
絶
大

な
る
御
協
力

を
賜

り
感
謝
致

し
ま
す
。

尚

C
O
C
援
助
物
資

と
し
て
ミ
ル
ク

一
箱
が
無
料

で
配
分

に

な

り

ま

し

た
。
御
知
ら

せ
致

し
ま
す
。

〔昭
31

・
6
・
10

「
広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕

五

一
一
四

〔昭
和

三

一
年
季
節
保
育
所

記
録
〕

唄

農
繁
期
保
育
所
の
開
設
状
況

熱

朋
飴

矢

吹

地

区

三

ケ
所

延
取
扱

人
員

一
、
δ
O

期
間

o

日

三 中

神 畑

地 地

区 区
一

三 二
ケ ケ

所 所

同 同

「
二二 八
oo
oo

同 同

δ δ
日 日

 

〔
町
有

昭

32

「矢
吹

町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五

二
五

〔昭
和
四
七
年
保
育
所
に
乳
幼
児
部
付
設
〕

矢
吹
町
保
育
所
条
例

の

一
部
を
改

正
す

る
条
例

矢

吹
町
保
育
所
条
例

(
昭
和

三
十
九
年
矢
吹
町
条
例
第
十
六
号
)

を
次

の
よ
う

に
改
正
す

る
。

別
表
を
次

の
よ
う

に
改

め
る
。

の

一
部

名

称

矢

吹

保

育

所

位

置

ア

吹
町
拳

矢
吹
実

埜
審
地

定
員

三
〇
名

附
則

こ
の
条
例

は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行

し
昭
和

四
十
七
年
十
月

一
日
か

ら
適
用
す

る
。

(
注
)
乳
幼
児
部
増
設

に
と
も

な
い
二
十
名
を
増
員

し
た
。
当
時
乳
幼
児

部

は
近
隣

に
ば
設
置

さ
れ

て
い
な

い
。

〔町
有

昭
47

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五
=
六

〔昭
和
二
七
年
町
営
矢
吹
町
母
子
寮
設
置
〕

議
案
第
三
号町

営
矢
吹
町
母
子
寮
設
置
の
件

児
童
福
祉
法
施
行
令
第
三
十
七
条
の
規
定
に
基
く
町
営
矢
吹
町
母
子
寮
を
左

記
に
依
り
設
置
す
る
も
の
と
す
る

昭
和
二
七
年
二
月
二
十
九
日
提
出

解

矢
吹
町
長

大

木

代

吉

8



記

矢

吹
町
母

子
寮
規

模

一
、
木
造
瓦
葺
平
屋
建

二
棟

二
、
建
坪

二

二
坪

二
合
五
勺

三
、
敷
地

六
〇
〇
坪

四
、
構
造

二
十
世
帯
収
容
す

る

五
、
設
置

の
場
所
矢
吹
町
大
字
矢
吹
字
大
林

一
六
五
番
地

六
、
設
置
費

総
額

五
、
五
〇

三
、
四
三
〇
円

内
国
庫
補
助

二
、
七

五

一
、
七

　
五
円

県
費
補
助

一
、
三
七

五
、
八
五
七
円

町
費
負
担

一
、
三
七

五
、
八
五
八
円

七
、
時
期

昭
和

二
十
七
年

四
月
着

工

(
予
定
)

〔町
有

昭
27

以

上

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五

二
七

〔昭
和
四
七
年
母
子
寮

二
十
周
年
記
念
]

苦
節

二
十
年
を
偲
ぶ

母
子
寮

の
二
十
周
年
記
念

昭
和

二
十

八
年

に
矢
吹
町
母
子
寮
が
設
立
さ
れ

て
か
ら
今
年

で
ち

ょ
う
ど

二
十
年
、
戦
後

の
激
動

の
中

に
ひ

っ
そ
り
と
、
し
か
も
脈

々
と
息
づ

い
て
き

た
母
子
寮

、
当
時

の
人

々
の
苦
節
が
偲
ば
れ
ま
す
。

貧
困
と
戦

い
、
孤
独

に

打

ち
勝

っ
て
き

た
強

い
心
、

こ
の
中

に
こ
そ
現
代

の
日
本
を
築
き
あ
げ
た
不

屈

の
精
神

力

の
芽

ば
え
が
あ

っ
た
と
言

っ
て
は
過
言
で
あ
ろ
う
か
。

68

町
で
は

こ
れ
を
記
念

し
て
、
十

一
月

三
日
当
時

の
在
寮

者
を
招
き
記
念
式

8

典

を
挙
行

、
福
祉
行
政

の
難
し
さ
と
重

要
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

昭
和

二
十
七
年

六
月
七

日
、
当
時

の
大
木
町
長

は
児
童
福
祉
法

に
基
き

、

母
子
寮
設
置

の
件
を
町
議
会

に
提
出
、
そ

の
議
決
を
得

て
、
昭
和

二
十

八
年

六
月

一
日
設
置
認
可

、
同
十

五
日
矢
吹
町
母
子
寮
が
開
設
さ
れ

た
の
で
あ

り

ま
す
。
以
来

こ
の
母
子
寮
を
巣
立

っ
た
人

は
五
十

三
世
帯

、
百

六
十

八
名
を

数
え

て
い
ま
す
。

現
在

は
五
世
帯

、
十

二
名

の
人
達
が
住

ん
で
い
ま
す
が

、

こ
れ
ま

で
に
退
寮

し
た
人

た
ち
は
、
現
在

は
子
供
や
孫

に
囲
ま
れ

て
幸

せ
に

暮

し
て
い
る
も

の
の
、
当
時

の
思

い
出
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
毎
年
在
寮
者

の
子

供

た
ち

に
プ

レ
ゼ

ン
ト
す

る
な
ど
そ

の
絆

は
母
子
寮

の
続
く
限
り
絶
え

る
こ

と

は
な

い
で
あ

ろ
う
。

記
念
式
典

の
席

上
、
何
十
年

か
ぶ
り

に
再
会
し
た
人
た
ち
は
お
互

い
の
手

を
と
り
あ

い
、
昔

日
の
苦
労
を
懐

し
く
語

り
合

っ
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し

た
。な

お

こ
の
記
念
式
典

に
あ
た
り
、
町

で
は
援
護
更
生

に
協
力
し

て
く
だ
さ

っ
た
次

の
方

々
に
感
謝
状
を
贈
り
表
彰

し
て
お
り

ま
す
。

▽
関
根

ツ
ヤ
さ

ん

(
矢
吹
町
小
松
)
在
寮
者

に
対
す

る
慰
問
と
生
活
援
助

▽
佐
久
間

マ
ツ
さ

ん

(
矢
吹
町
西
側
)
敷
地
内

に
記
念
植
樹

▽
市
島

政
秋
さ
ん

(
矢
吹
町
中
畑
新
田
)
在
寮
者

に
対
す
る
更
生
と
援
助
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〔昭

47

・
12

・
1

「
広
報

や
ぶ
き

」
抜
粋
〕

五

二
八

〔昭
和
四
五
年
福
寿
会
館
開
所
〕

町

か
ら
で

っ
か
い
贈
物

お
と

し
よ
り
に

『
福
寿
会
館
』

老
人
達
が
あ

つ
ま

っ
て
仕
事
な
ど
を

し
な
が
ら
楽

し
め
る
よ
う

に
と
県
下

に
さ
き
が
け

て
、
矢
吹
援
産
所
と
な

り
に
矢
吹
町
老
人
簡
易
授
産
所

「
福
寿

会
館

」
が
開
設
さ

れ
、
さ

る
九
月

七
日
開
所
式
が
行

な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
庭

で
の
孤
独
感
を
解
消

し
、
老
人
特
有
な
才
能
や
技
能

の
発

揮

に
よ

っ
て
、
楽

し

い
老
人
生
活
を
送

っ
て
も
ら

お
う
と

、
旧
授
産
所

の

一

部

を
改
築

し
た
も

の
で
す
。

こ

の

「
福
寿
会
館

」
は
お
と

し
よ
り
が
気
軽

に
趣
味

や
娯
楽

を

た

の

し

み
、
さ
ら
に

「
日
曜

大
[
」

と
よ
ば

れ
る
簡
単

な
工
作

な
ど
を
し
て
、
老
後

の
生
活

に
希
望

を
も

っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
目
的

で

つ
く

ら
れ

た

も

の

で

す
。福

寿
会
館

設
置
費

と
し
て
五
十

九
万
円

(内
県
補
助
レ

ニ
万
五
千

円
)
が

あ
て
ら
れ
、

二
十
五
万
円
が
改
築
費

に
、
残
り
は
、
備

品
や
運
営
資
金

と
し

て
、
使
わ
れ
ま
す
。

同
館
は
、
大
広
間
百
三
十

二

平
方
層

(
四
十
坪
)
、

小
会
議
室
十

九

・
八

平
方
層

(
六
坪
)
、
日
本

間
三
十
九

・
六
平
方
耕

(
十

二
坪
)
、
土
聞
九
十
九

・
一
圧
弔
方
層

(
三
十
坪

)
そ
の
他

、
備

品
、
用
具

に

っ
い
て
は
、
随
時
取

り
揃
え
ま
す
。

な
お
、
管
理
は
、
福
祉

協
議
会
が
行
な

い
、
運
営
は
、
老

人
ク

ラ
ブ
連
絡

協

議
会
長

(
藤
田
勝
次
氏
)
が
行
な

っ
て
書
画
、
彫
刻
、
俳

句
、
民
謡
等
を

楽
し
み
、
会
員

の
希
望

に
よ

っ
て

は
、
研
修
会
、
講
演
会

等
も

行

な

い

ま

す
。

〔昭
45

・
9

・
20

「広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕

五
二
九

〔昭
和
四
九
年
矢
吹
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

(抄
)〕

矢
吹
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

(
目
的

)

第

一

(定
議

)

第

二

条

こ
の
条
例

は
、
老
人
福
祉
法

(
昭
和

三
十

八
年
法
律
第

二
二

三
号
)

に
定

め
る
も

の
の
ほ
か
、
矢
吹
町

の
老
人

に
対

し
医
療

費

の

一
部
を
助
成

し
、
も

っ
て
老
人

の
健
康

の
保
持

を
図

る
こ

と

に
よ
り
、
老
人

の
福
祉
を
増
進
す

る
こ
と

を
目
的
と
す

る
。

条

こ

の
条
例

に
お
い
て

「
老

人
」
と

は
、
矢
吹
町

の
区
域
内

に

住
所

を
有
す

る
七
十
歳
以
上

の
者
及

び
六
十

五
歳

以
上
七
十
歳

未
満

の
ね
た
き

り
老

人
等

(
国
民
年

金
法
別
表

に
該

当
す

る
程

度

の
廃
疾

の
状
態

に
あ
る

者
を

い
う
。
)

で
あ

っ
て
、
国
民
健

698

康
保
険
法

(
昭
和

三
十
三
年
法
律
第

一
九

二
号
)

に
よ
る
被
保



険
者
ま
た

は
社
会
保

険
各
法

に
よ
る
被
扶
養

者
で
あ
る
者
の
う

ち
、
老
人
福
祉

法
第

十
条

の
二
第
三
項

の
規
定

に
よ
り
老

人
医

療
費

を
支
給
さ
れ
な

い
者
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
法

(
昭
和

二

十
五
年
法
律
第

一
四
四
号
)

の
規
定

に
よ
り
保
護
を
受
け
て

い

る
者

は
、

こ
の
限
り

で
な

い
。

(
注
)
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
す
べ
て

の
老
人

に
対
し
て
医
療
費

の

一
部
助

成
を
実

現
し
た

こ
と
は
当
時

と
し
て
は
他

に
先
が
け
て

の
施
策

で
あ

っ

た
。

〔町
有

昭
49

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五
三
〇

〔
昭
和
四
九
年
愛

の

ベ
ル
設
置
〕

一
人
暮

し
老
人

に
愛

の
ベ

ル
を
贈

る

最

近
老

人
福
祉

問
題

に
つ
い
て

は
い
ろ

い
ろ
と
処
遇
が
改

善
さ
れ
て
き

ま

し
た
が
、

一
人
暮

し
老
人
ま
た
は
ね
た
き
り
老

人
等

に
対

す
る
援
護
対
策

に

っ
い
て
も
よ
り
以
上
考
え
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
町

で
は
ね
た
ぎ
り
老

人

に
対

し
て
は
家
庭
奉
仕

員
が
随
時

お
世
話

を

し
て

い
ま
す
が
、
人
手
不
足
の
た
め
な
か
な
か
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
新

聞
な
ど
で

↓
人
暮

し
老

人
が
死
亡
し
、
十

日
間

も
発
見

さ
れ
な
か

っ
た
り
、
身
体
が
不
自

由
な
た
め
焼

死
す

る
と
い
う
記
事

が
報

じ

ら

れ

ま

す
。

町
で
は
こ
う
し
た
事
故

を
未
然

に
防

止
す

る
た
め
に
、
昨
年
隣
家
と

の

連
絡

が
で
き

る
よ
う
に
イ

ン
タ
ー
ホ

ソ
を
三
人
の
お
年
寄

の
家
庭

に
取

り

つ

け
ま

し
た
。

そ
し
て
本
年
度

は
歳
末

助
け

合
い
運
動

の
中

で

一
人
暮

し
老

人
に

「
愛

の

708

ベ

ル
」
を
贈

る

こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
と
こ
ろ
町
民
の
善
意

の
ご
協
力

に
ょ

り
十
五
人

の
家
庭

に
取
付

け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
謹

ん
で
感

謝

い
た
し

ま
す
。

こ
の
愛

の
ベ

ル
は
両
方

の
家
庭

に
ベ

ル
を
取
付

け
お
互

い
に
連
絡
が
で
き

る
よ
う

に
し
た
も

の
で
す
。

矢
吹
町

に
は
現
在

一
人
暮

し
老
人
三
十
名
、
ね
た
き

り
老

人
三
十

二
名

お

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら

の
老

人
が
町
民

の
ご
協

力

に
よ
り
日
々
が
明

る
く
楽

し

く
暮

せ

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

社
会

福
祉
協

議
会
長

仲

西

藤

次

〔昭
49
・
3

「
広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕

五
三
一
〔昭
和
三
五
年
矢
吹
救
護
院
天
風
寮
設
置
〕

議
案
第
五
十
八
号

緊
急
救
護
施
設
設
置
の
件

生
活
保
護
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
き
十
八
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者
を
収

容
し
そ
の
更
生
を
援
助
す
る
と
共
に
必
要
な
保
護
を
行
い
精
神
薄
弱
者
の
福

祉
を
図
る
目
的
を
以
て
緊
急
救
護
施
設
を
本
町
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る

昭
和
三
十
五
年
九
月
二
十
六
日
提
出

矢
吹
町
長

野

木

忠

房
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議
案
第
五
十
九
号

緊
急
救
護
施
設
建
設
工
事
執
行
の
件

生
活
保
護
法
第
三
十
八
条
に
基
く
緊
急
救
護
施
設
を
下
記
の
と
お
り
建
設
す

る
も
の
と
す
る

記

一

工
事

の
名
称

二
、
場

所

三
、
工

事

内

容

緊
急
救
護
施
設

矢
吹
町
大
字
矢
吹
字
八
幡
地
内

耐
火
構
造
ブ

ロ
ッ
ク
平
家
二
二
五
坪

内
訳

計 物 渡 第 第 監

昆 ニ ー 理
にと ド 棟 棟 棟

三

八

・
二
五
坪

一
二
二

・
○
○
坪

四
三

・
七
五
坪

=

T

O
O
坪

九

・
O

O
坪

}=
一
五

・
○
○
坪

四
、

工
事
費

及
財
源
内
訳

総

工
事
費

一
〇

、

=

一
五
、
○
○
○

円

同
庫
補
助

五
、
〇

六
二
、
五
〇
〇

円

県
費
補
助

二
、
五
三

一
、
二
五
〇

円

町

費

二
、
五
ご
=

、

二
五
〇

円

五
、
契
約

の
方
法

指
名
競

争
入
札

但

し
予
定
価
格

に
達

し
な
い
と
き

は
随
意
契
約
と
す

る

六
、
工
事
執
行
予
定
期
間

昭
和

三
十
五
年
十

一
月
上
旬

着

工

昭
和

三
十

六
年

三
月
末

日

竣

工
の
予
定

昭
和

三
十

五
年
九
月

二
十

六
日
提
出

矢
吹
町
長

野

木

忠

房

(注
)
業
務
開

始
昭
和
三
十

六
年

六
月

一
日

〔町
有

昭
35

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五
三
二

〔昭
和

四
七
年

町
立
矢
吹
救
護
院

天
風
寮
移
管
〕

議
案
第

八
十

七
号

矢
吹
救
護
院

設
置
条

例
を
廃

止
す

る
条
例

に

つ
い
て

矢
吹
救

護
院
設
置

条
例
を
廃

止
す

る
条

例
を
、
次

の
よ
う
に
制
定
す

る
も

の
と
す

る
。

昭
和
四
十
七
年

十

二
月

二
十

一
日
提
出

矢
吹

町
長

仲

西

藤

次

矢
吹
救
護
院
設
置
条

例
を
廃

止
す

る
条
例

矢
吹
救

護
院

設
置

条
例

(
昭
和
三
十

六
年
矢
吹

町
条
例
第
十

一
号
)

は
廃

止
す

る
。

附
則

こ
の
条

例
は
、
社
会
福
祉
事
業
法

(昭
和

二
十

六
年
法
律
第

四
十

五
号
)

718

第

三
十

二
条
の
規
定

に
よ
る
成
立

の
日
の
前

日
か
ら
施
行
す

る
。



議

案
第

八
十
八
号

財
産

の
無
償
譲
渡

に

っ
い
て

次

の
土
地
、
建
物

を
無
億
譲
渡
す

る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第

九

十

六
条
第

↓
項
第

六
項

の
規
定

に
よ
り
、
議
会

の
議
決

を
求
め
る
。

記

土

地
所

在

地

番

地

目

矢
吹
町
大
字
矢
吹
字
八
幡

二
八番
柔

宅

地

地

積

四
八
杢

三
玉
〆

建

物

八矢
幡吹 所

乗町

〃 〃 〃
番大
柔字 在

矢
吹
字

地
一

霊集 住 倉 本 用
安会
室室 宅 庫 体 途

板 ブ コ

葺 ロン

家キ木
建鋼造

葺 鉛 ブ コ
、メ ロン

葺 鉛 ブ コ
、メ ロ ン 構

平 ツク 板亜 平 ツ ツク 平 ツ ツク

家 ク リ 葺鉛 家 キ ク リ 家 キ ク リ
建造i

、メ
建鋼造1 建鋼造1 'と』

鋼 ト 平 ツ 板亜 ト 板亜 ト
廻

声
毛』

毒
2

㌘
空

葺
丁

≡三㎡

建
面
積

床

面
= 七 延
四
三
七
七

孝
9

争
空

享
≡三㎡

面
積

積

譲
渡

の
相
手
方

社
会
福
祉
法

人
矢
吹
救
護
院

天
風
寮

728

譲

渡

の

時

期

社
会
福
祉
事
業
法

(
昭
和

二
十

六
年
法
律
第

四
十

五
号
)

第

三
十

二
条

の
規
定

に
よ
る
成
立

の
日
の
前

日

用

途

指

定

社
会

福
祉
法

人
矢
吹
救
護
院

天
風
寮

の
基
本
財
産

と
し
て

使

用
す
る

こ
と
。

昭
和
四
十
七
年

十

二
月

二
卜

一
日
提
出

矢
吹

町
長

仲

西

藤

次

〔町
有

昭
47

「
矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

五
三
三

〔福
島
県
矢
吹
更
生
寮
概
要
〕

施
設
の
概
要

一
、
目
的

精
神
薄
弱
者
福
祉
法
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
更
生
施

設
で
、
満
十
五
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
児
を
対
象
と
し
、
将
来
社
会
活
動
に
参

加
可
能
と
認
め
ら
れ
る
者
を
収
容
し
適
切
な
管
理
と
指
導
を
お
こ
な
い
、
社

会
的
自
立
更
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
沿
革
及
び
設
備
内
容

e

設

置

主
体

福
島
県

⇔

経

営

主
体

社
会
福
祉
法
人

福
島
県
祉
会
福
祉
事
業
団

⇔

所

在

地

福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町
大
字
矢
吹
字
八
幡
二
八
の

一
九
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画

施

設

規

模

着

工
年
月
日

竣
工
年
月
日

開
寮
年
月
日

㈹

施

設

移

管

㈹

収
容

人

員

敷

地
二
〇

、

一
九
九

・
五

一
㎡

建
物

一
、
〇

四
三

・
四
三
㎡

昭
和
三
十
七
年

一
月
五
日

昭
和
三
十
七
年

六
月
三
十
日

昭
和
三
十
七
年

十

一
月

五
日

施

設
名
称

福
島

県
矢
吹

更
生
寮

昭
和
四
十
二
年

九
月
三
十

日

福
島

県
社
会
福
祉
事

業

団

へ
施

設
運
営
受
託
事

務
引

継

昭
和
四
十
八
年

五
月

一
日

七
十
名

(男

四
十
名

女

三
十
名

)

〔福
島
県
矢
吹
更
生
寮

「要
覧

・
沿
革
綴
」
抜
粋
〕

五
三
四

〔福
島

県
白
梅

荘
概

要
〕

福
島

県
後
保
護

指
導
所
概
況

一
、

設
置

主
体

福
島

県

二
、
所

在

地

福
島
県

西
白
河
郡
矢
吹

町
大
字
中
畑
字
鍋
内

八
三
番
地

三
、

目

的

結
核

回
復
者

を
収
容

し
、
こ
れ

に
対

し
て
医
務
管
理
及
び

職
業
訓
練
を
行

い
、
以

て
社
会
復
帰
を
容
易

な

ら

し

め

る
。

四
、
設
置
及
び
事
業
開
始

昭
和

三
十
年
九
月

一
日
設
置

昭
和

三
十
年
九
月

一
日
事

業
開
始

五
、
施
設
規
模

e

敷
地

口

収
容
人
員

⇔

収
容
期
間

六
、
職
業
指
導
訓
練
科
目

0

洋
服
洋
裁
科

◎

謄
写
笠
耕
科

昌冒

雷
　気
機
器
ラ
ジ
オ
科

㈲

竹
工
芸
科

昭
和
四
十
八
年
五
月

一
日

社
会
福
祉
法
人

九
、

三
二
三
坪

七
十
名

一
ケ
年

四
十
名

十
名

十
名

十
名

福
島
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
移
管

福
島
県
白
梅
荘
と
な

る
。

精
神
薄
弱
児
更
生
施
設
と

し
て
工
作
科

、
園
芸
科
、
縫
製
科
を
置
く
。

〔「
福
島
県
後
保
護
指
導
所
の
概
況
」
抜
粋
〕

6

社

会

運

動

五

三
五

〔昭
和

一
一
三
年
矢
吹
町
経
済
振
興
会
請
願
〕

議
案
第

三
十

二
号

請
願
書
審
議

の
件

矢
吹
町
経
済
振
興
会

か
ら
左
記

の
通
り
請
願
が
あ

っ
た
か
ら
審
議
す

る
も

の

738

と
す
る
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